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（漉 ） （編井，谷 ） 火誌曹堆殖に 及ぼ すビ タ ミン B6 の 彰纏

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔恥 　練　　　　 括

　製麹經過中の パ ン トテ ン 酸，ピ tf ン
， イ ノ シ トール 及 びBe の 清長 を追跡 した ．

　B6，
　B吸 びPaA は製麹に よつ て増加 t乃 Inは麹薗發育初期に は合成され て一且 堰加す るが その後 は滅少し て ゆ

く事を知つ た．

　以上 の 貴 臘 は 恩 師高 田 亮夲敏授 D 御指導J 御搬馳卞 に 行 つ た．厚 く感謝 する．　 （高 田 研 究 室 報告第442）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 丈　　　　　献

1）瓢井， 谷 ， 岸郎 ； 本 誌 ， S5
，
113（1955）．　　 2） 紹井 ， 谷 ： ビ タ ミ ン 學會第6 回大 禽講演 （1954年 7 月 ）．

3） 腐井 ， 谷 ， 岸部： 本 誌 ， 55， 175 （1955）．　　　　　　　　　　　　　　　　 （昭 和 β0． 1，21i受理 ）

火 落 菌 増 殖 に 及 ぼ ナ ビ タ ミ ．ン B6 の 影 響

福　　 井　　 三

谷 　　　　　喜

郎 （嫉路 工 大 猿用 化景歌室 ・ 京都大愚 工 業化暴 歌 室 ）

雄 　（京 都大 墨 工業化鞦 室
・KK 谷酒逡本店）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔1〕 緒　　　　　雷

　さきに ア ン チ ビ タ ミ ン 便用1こ よる清溜火落蔚滑殖 の 抑制を目的 として ， 加水清酒 に B 蒜 ビ タ ミ ン を添加 して そ

の 護育促遘効果 を試險 した結fie我 々 の 使用した窗株 に 對 しては B ，，　 B　2， ピ ォ チ ン ，
　 PABAD 　又或菌株 に は

BiS 勢 が有効 で あつ たが B6 は 有効 で なか つ た．

　安飜 。池田兩氏
S）によつ て も略 々 岡楼の 結果 が報告され て い る．

　その 援 …鸛醐 ま清酒 中に B6 が相當多量に含有され
‘），その 大部分は Pyrldoxine で あるこ とを認 め たの．一方

寺本 ・ 樋田氏等 町 は 活 性 測翹璽漕酒 を培地と した 場合 ， B6 が 火落菌促進効果を有す る事 を認 め ， …裳に 岡氏篳 の

考案した 人工 培地に お い て も岡樣の審實を報告 し て い るn ．

　さきに行つ た著者等 乃 賢驗で は清澗 に Pyridoxineを添加し て 試駿 した 爲 B6 の 効果 が あ らわれ なか つ た亭 も

考えられるの で ， 清測中に 多畳 に 存在するB6 と火落との 關係を再餓討す る 目的で本賓驗を行 5 こ ととした．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔1）　供試薩橡 及び實職 ま

　本賓瞼 に使用した萬株ほ伏見 の 火落酒より分離した 2株で ，

既知 の 人工聴地 に は 繁憊 しえず ． 清酒叉 et人工 培地に 麹菌そ

の 他蠻潤の 糸獣菌の 鷺饐 エ キ ス ， 叉は糊 液を添加 して 始

め て 壕殖 し 5る薗ekS，g） で あつ た．その 電子黷優餽窩眞を第

1爾に 示 した
壕．

　なお更に 伏見 で分離 した 5株 ， 灘 の 醸濫元より分饌 され た

5 株 ， 阪特 柵 豊より分濃 され た 5株 に づ き檢討した鞘

果 は ， 人工 壗地 （寺木 ・ 機田氏 の 培地及 び ビ タ ミ ン B12定量

用の L 配 f翩 」π欝 leichmannii用堆地 に Blaを補足した も

の ） に は 阪大株の 全 部，伏見 の 2株 ， 灘の 1株が増殖 し， 他

は 繁殖 不 可能で あつ た．

　人工 培地 に 増殖不可 能 な醤株 で は，何れも本實驗で示 した

と同槻の   茎得 られ た．

　漕酒 の Be 濃度 と火落性 の 關係 に つ い て は ， 加水清酒 （ア

ル コ 冖ル 濃度 を15VO1 ％に 一歴 ） の → 部を以 て 翫 嘛 catrl5・

bergens，
’
s 法 で Bdi壘ft測定 し， 黼 は内僅肪 mm の 試險

　管 火落膚の 電 子顎戴鋤 鱈眞 は京都大 學 講飾市川邦介民及 び

京都大 學化研小 株憙之 肋幼 軟 授 の 撮眇 に か 、 る 6 の で あ る o

N 意 を表す る．
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（鵜井 ， 谷 ） 火 落菌糟 殖 に 及 ぼ す ビ タ ミン Be の 彰貍 （243）

管に 加水清 酒 10coを入れ，火 落 菌懸濁液 を 注射針 で 1滴添加 した ．菌體數 は 約3　x 　10Tで あっ た．30℃ ，　 12日間培

養後繁殖状體を肉眼觀察及 び光電比 色計 に よる吸收度 （％）で 示 した．貿驗結果は後遒する如 く B6 濃度 と火落

性 との 聞 に は 明らか な關係が 認 め られなか つ た．

　次 に B6 を 除い た 清酒 を用 い て B6 關係物質の 効果 を 試驗した ．

　基 本培地 と して ， （1｝清酒 を活性炭處 理 し て B6 及 び活性炭被 吸 着性 の ビ タ ミ ン 等 を除 い た上 ， 火落菌増殖 に 影

響す る と考えら れ る ビ タ ミ ン と し て 1　cc 當 り B 】，　B2 ，　PABA 各 1γ， ビ 才 チ ン O．Olr・ B120 ・3mrde 足 ， 〔2；清酒を

『
直射 日 光 で 照射 し て B6 を破 壊 後 1cc 當 りB21 γを補足の 2 種を用い た．（兩 者共 B6 は存 在 しない 事 を確か め た．）

　試驗 法 は基本培地 8ccに 供試物質の 溶液 1cc を添加 し ， こ れ に 火落菌 Inoculum 　lcc （菌數約3x 　107） を 接穂

し て 合 計 10cc と し30 ℃ で 培 養後繁 殖匿 を 測定 した．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 〔［〕　實隘結果及び考察

　（1） 清酒 の B6 含量 と火落との 闘係　　　　　　　Tablc　1．　Relation　between　vit ．　B6　content 　and

清 酒 2唖 類 の B ， 濃鹿 （ア ル ・ 一・膿 度 を 15・・ 1 　 　 　 P・ t・。fac・i・ n ・f　S・k・

％ に
一

定 に した場 合） と供試菌株 に よ る 火落性 と

の 關係 を試驗 した ．

　菌 株 1，亘に よ る實驗結果 を 第 1表 に 示 した．

　ZZ　1表 の 結果 を整理 して
， 清酒 の 火落菌に 剿す

る抵 抗性 の 強弱 とそ の B6 濃度 と の 關係 を第 2 表

に 示 した ．菌株 正で は 吸 收 度 13％ ， 肉眼觀察十以

上の 清酒 を抵抗性弱 と し，菌株 1で は 吸收 度 10．5

％，肉 眼閣察十以上 を弱 と した．

Table 　2．　 Rclat三〇 n　between　vit ．　B6　contentand

　　　　 「esistance 　to　putrefaction　of 　Sake

o 　　　 ■
呂　 ご

舞9呈屋
の 　　　　帽

o 　　 ：

当　 　ρ・

Vit．　B6　content γ！cc

』 　 　 　　叨
り　　　o

興
z 　 の

SampleNo

．

邸哨
」

〇一
り

創

』

　

　

匂

o

・・
壱
鼠

の

1

1

　　　　 1．30，　1．80，　1．08，　1．70　．
strong 　　1．ユ2．　0。87，　1。08，　2．16　　12
　　　　 1．06，　1．10，　1，80，　1Z52

・ ・ a ・ ｛：器：1：灘 二；？：諞
18

　　　　 L30 ，1．80， 1．50 ，
1．70

strong 　2．27 ，　0．87，　1．08 ，　2．16
　 　 　 　 1，10，　1．52
　　　　1．70，　1．08，　2．75，　1．12
weak 　 LO5 ，1．06， 1．00，1、21
　 　 　 　1．80，　0．68

10

10

　兩 菌株 に 對す る抵 抗 性 の 彊 い 酒 と鶸 い 酒 の 李 均

B6 濃度 の 有 意 差 檢 定 を 行つ た 結果 を第 3 表 に 示

し た．

　皀卩ち菌株 1及び 1に蜀 し抵抗性 の 強 い 群 と弱い
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管 Bactetial　growth 　observed 　by　eyes

鞘 Turbidity ： Per　cent 　absorption 　measured 　by

　　　　　　 ph ・ t・ electric 　col ・ rimeter

群の B6 濃匿 の 分散 を F 檢定 した結果は 有意水攣 り 0％で 有意 差 を認 め なか つ た の で ， 次 に 夲均 B6濃慶間の 有 意

差檢定 を t 檢定で 行つ た 所有意水準10％で有意 差 を認 め なか つ た．

　火落菌菌株 中．｝：｛tB6 に よ り墻殖 が 促 進 され る もの が あ る事が報告 され て い る 6
・り か ら，清酒 の 火落性 と Bo 濃

度問 に關 係 が ない と云 えない が，少 くと も人工 培 地 に 増殖 稍 旨な菌株 中 に は 漕酒 B6 濃 鹿 に 無 關係 な もの が あ る

と 雪 い 5 る．

W この 場合 の F 檢定の 有意水 準 としT は ， 森 口 繁
一

氏に從 い 兩側危險肇を探用 し た． （日科技連品質管理 セ ミ

ナ 冖敏程參照 〕
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（244 ） （輻 井 ， 谷 ） 火落 菌増 殖 に 及ぼ す ビ ダ ミ ン B6 の 影饗

Table 　3．　 COmparison 　 of 　Vit．　B6　 content 　of 　two 　 groups　of 　Sakc

　　　　 （resistance ・； weak 　and 　strong ）
一

e r ＝
−

Trr
−

T
一

「C 呂迅5tance i・… n ・ lweak・t・・ ng ［… k

No ・of 　samples 12 8 10 ユ0

degree　 of 　freedom11 7 9 9
mean 1 ．38 1．52 1．53 1．35

SU 皿 of 　squares1 ．81953 ．40121 ．92323 ．1756
mean 　 8qua 「 e 0．16540 ．48590 ．21370 ．3528
standard 　 deviation0 ．39 0．65 0．44 0．56

variance 　 ratio ，
　Fo 2．94 1。66

pooled 　variance 0．2900 0．2610

dcgree　of −fre。dom 18 18

  0。56 0．80

FTn 　（0．01）＝4．88　　　Fgg 　（0．01）＝5 ．35
FTII（0．025）＝3。76　　Fgg（0．025）＝4．03
FTI1　（0 ．05）＝3 ．01　　　Fgg　（0．05）＝・3．18

tl8　（0．10）＝1．734
tJ8　（0．05）鬲2．101
t18　（0．01）m2 ．878

　 （2） 火 落葩堪 殖 に 及ぼ す B6 關係

物 質 の影響

　溜酒 中の B6 は ，
1例 を あげれ ば Py・

ridoxine （Pin）0・57 ，　Pyridoxal（Pa1）

O，13， Pyr 三doxami皿 e （Pam ）0．18 γノcc

で犬 部分 Pin で あつ た 5）．

　從來行われた火落菌に 麹する試驗で

もP 三n が便われ て い るが ， 乳酸菌 で は

Pin に感應せ ず Pa1，　Pamlo ・
11）等 3乙は

こ れ ら の Phosphatel2 ・
13）s に よ り始 め

て 効果があ る場合が多 く認 め られ て い

る．火落菌に勢し て も類似の 事實が豫

想 さ和 る故 に ， 本贋瞼 で は Pin 以外に

Pal
，　Pam ，　pain−phosphatc の 効果 を

調査 し た．

　 Bs3 型 の 効果 を 試驗した 結果 を第 4

表に 示 した．

Table　4．　 Effect　of 　vit ．　B60n 　the　growth 　of 　Bac ．　saprogenes 　Sake （Hiochikin）

bacteria艮 growth

Medium 　 u5ed

Amts．　 added

　（γ！10ml ）

Incubation　per三〇d　（days）

6 8 10 揺

Turbidity 　 after

　　　12day3

Pyridoxine　　3

　 　 　 　 　 　 　 4

　 　 　 　 　 　 　 5 士

土

土

士

Sake 　treated 　　　Pyridoxal

with 　 active

34rO
士

土

士

士

carbon
Pyrid 。 xamine 　 3 　 −

　 　 　 　 　 　 　 4

　 　 　 　 　 　 　 5　 　　 一

　 　 　 　 ±

一
　　　　　±

一　　　　　士

control 1 一 一 1

8．88
．810

．28

．610

．48

．45

．18

．38

．5

ト 1 8．0

Pyr 三dQxine 　　　3

　 　 　 　 　 　 　 4

　 　 　 　 　 　 　 5 土

Sake

irradiated　 by

Pyridoxal34

卩
0

sun 　lightPyridoxamine
　3

　 　 　 　 　 　 　 4

　 　 　 　 　 　 　 5

control 1

±

1 一

±

±

＋

十

十

＋

土

±

＋

彗

土

±

土

十

十

＋

土 十

19．017

．820

．020

．419

．018
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．117
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ユ9．018
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（輻菰 谷） 火落蔚墳殖に 及 ぼ すビ タ ミン Be の 影尊 （245）

　日光照射清酒 （Bs 補足）を培地と した 時 Z）方が ， 活性炭處理溜酒 （必嬰 ビ タ ミ ン 補足）に 比 し全 詩 的 に 繁 殖 が

良 い が ，Be 　 3 型 共使用菌株 （實驗例 は 伏見よ りの 分離株 に よ る） に 獨 して は 明らか な促進効果を認 め なか つ た．

　Pam ・phosphateを 活性炭 露理 清 酒 （ビ タ ミ ン 補足）， 日光照射清酒 （B2補足）及び無處理 清酒に 添加 した場

合 の 効果を第 5表に示 した．

　　　　　　　　　　　　　Table 　5．　Effcct　of 　pyrldoxamine 　phosphate

Bacterial　growth
Amts ，　 added

Medium
（mrX10cc ）

Incubation　period （days）

・ 1 ・ 1 ・ i ・・

　　　Turbidity 　after

12　　　　　　工2days

10 一 十 ヨ 升 卅 34．8

20 一 土 司 骨 卅 32．8
Sake 　 untreated 30 ± → 十 什 卅 34．0

co ロ trol 士 十 十 什 卅 36．8

Sake 　trcated

with 　 active

carbon

　 　 　 　 10

　 　 　 　 20
　 　 　 　 30

　 　 control

tomatO 　juice（10％）　　　　± 十

±

土

±

±

士

±

10．09

．08

．55

．330

．0

Sake　irradiated

by 　 sun 　light

　 　 　 　 10

　 　 　 　 20

　 　 　 　 30

　 　 control

tomato 　juice（10％） ±

±

→

＝
「

→

」
］

±

什

＋

帯

20．020
．521

．510

．034

．2

　無嘘理 の 清酒を 培地と した場 合 に は 効果 が あら われ な い が，活性炭處理 清酒 及 び H光照射清酒 で は若干促進効

果 が 認 め られ た ．

　しかし火落菌繁殖効果の 大 きい こ とが 鄭 られ て い る トマ ト汁を 10％添加 した場合 に比 し遙か ｝こ低 か っ た．HE −

NDLIN 等 に よれば Lactobac．　tactis　DORNER 　iこuacす る トマ ト汁因 子 の 本體1ま Pam −phosphateで ある と云 う
M ）．

使用 Fv ト汁の 全 B6濃度は 0．7γ1ccで あ り10％添加 し た 培地 中の 全 Be 量 （to ．7γ／10ccで あっ た．　 Pam −phosphate

含量 は 測定 して い ない が ， 第 5 表 に 示 した 如 く Pam −phosphate 添加量を 壇 して も効果 は 増 さな い 事 か ら火落菌

に 對す る b マ ト汁 の 効果 は既知 B 群 ビ タ ミ ン 及び BrphGsphate の み に よ る もの で なく未知促進因子が豫想され

る．

　なお CASWEr 　L 　＄
ts）に よる トマ ト汁因子の 代用物質で あ る DL −alanine

，　Na −ethyloxalacetate ，
フ マ ーノL酸 を

併 用 した が 無効 で あつ た．

　われ わ れの 菌株 に ｛tB12 も有効で あつ た の で ， 日光照射清 酒 （Bn 含 量 は 殆 ん ど橄知 されなか つ た ）に Pam −

　　　　　　　　 Table　6．　 Cooperative　effect 　of 　pyridoxamine
−phosphate 　and 　v 三t，　B コ 2

Bactcrial　growth
Substqncc 　 added

Incubadon 岡 iod（dayS） Turbidity　 after

（per　10　 ml 　 media ）

6 8 10 ユ2 12day5

1　　　　　　 　 1 1 i

tomato 　 JUlce
Pam 響phosph 飢 e （25皿 γ）

Pam ・phesphate （25mr）十 viし Bie （0．5m γ）

　　　　 vit ．　Bls （0．5m γ）

　 　 　 　 　 　 　 　control

1

±

士

＋

ヨ

＋

→

昔

什

什

±

38．020

．525

．622

．010

．0
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（246） （福井，谷 ） 火 落菌墸殖 に 及 ぼ す ビ タ ミ ン B6 の 彩謹

phosphateと Bta を 併用した所第 6表の 如 く各單獨よ りも更 に 有効 で あつ た が トマ ト汁 に は 及ばなか っ 九 　（ト

マ ト汁中には B12 は ない が ，　 B ユ 2以 外の Lactobac．　leichtnannii因 子の 存在が認め られ て居 り
16）

， こ の もの の 効

果 は 別 報 に譲 る．）

　（5）　火 落酋増殖 に よ る清 酒 中 B6 量 の 變 化

　以 上 の 實 驗 で Pam −phosphate が 若 干 有効 で あ るが 遊離 の B63 型が無効 で あ る こ とを 知 つ た が ， 更 に こ の 事

實 を確 か め る 目的で 火落前後の 清酒中 B6 量 の 増減を調 べ た．本實驗 で は菌體 を多量 に 5 る爲 に ト マ ト汁を清酒

に 1°％添加した 培地を用い 火繕 を 1 白 金 耳 接種 　 T ・bl・・ 7．　Gh ・・ g・ ・f 。 i・，・ B 。
・ c 。。 、。。 、 。f．S。k，．by

し30℃ で 10日間培養後遠心分離 して 菌體 と廢液 に　　　　　　　　putrefaction

分 け 夫 k の B6 量を測定 した．（第 7表 ）

　火落前 の Be 含量 は 0．70r！cc で あつ た の が ，火

落後 は 菌株 1で は 1．18r！cc ，菌 株 亙で は 1．17γ／cc

となり，明らか に B6 量の 糟加が認められた．即

ちわれわれ の 使用 し た菌株 で は 菌體 中 に B6 を合

成 し 5 る爲 に B6 を 亜求 し ない もの と考 え られ る．

　 （4 ）　譜　　　　　鎚

Species　 of

bacteria

1
皿

vit ，　 Be 　 content 　 after 　incubation

・一 ・d・uml ・・   11・ い … 1

0．91．

O．．96

0，270

．21

1．181

．17

Medium 　： SakE 　untrcated 　added 　with 　 tomato 　 juice
　　　　　（ley・）；vit ・B6　c 。 ntent 　O．70r！cc

　以 上 の 如 く既知 人工 培地 に 増殖 し えない 菌株 を用 い て ，清酒 B6 含量 と火落 との 關係 ，
　 B6 關 係物質 の 効果等 を

試驗 した結 果，Pam −phosphate 以 外の free の B6 が 火落菌増殖 に 効果 を有 さない 事 を 知 つ た．

　寺本 ・橋田氏筆 の 菌株は活性炭處理清酒培地及び入工 培地 で Pyridoxineに よ り増殖 を 促進 され るが ，そ の 中

の Tlo7 菌 は ア ル コ ール 濃 度が 高 ま る と Pyridoxine 要求性が鈍 くな る と云 う．

　B6 以 外の 他 の
．
ビ タ ミ ン B 鮮 に翼す る要求性等 も， 從來諸 研 究者 の 結果 が 區 々 で ある事賢は ， 火落菌の 多醸性

に よ る もの で あつ て，簡單な 結論 を下 しえ ない と考えられ る．

　著者等 の 目的 とす る處の 火 落菌 の 要 求 す る ビ タ ミ ン を 決定 し て ．そ の ア ン チ ビ タ ミ ン を 使用す る事 に よ り火落

を 防 ［ヒし よ うとす る試み も，多數 の 變株に 共通な性質に よらねばならない ．例えば ビ t チ ン は異なつ た 報告に お

い て 比較的共通 に 必要 と逋 べ られ て い る もの で あ つ て，そ の 拮抗體の 利用等 を考え る必 要 が あろ 5．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔lv〕　綜　　　　　括

　ω 既知人工 培地 に 繁殖 不可能な火落菌菌橡 を用い て ， 清 酒 B6 濃度 と火落性 の 關係 を調 べ た が ， 明確 な關係

を認 め られ な か つ た．

　  活性炭處ilF又は 日光照射 に よ りB6 を除去 後適當な ビ タ ミ ン を 補足 し た 清 酒 培地 を用い て ，
　 B　63 型 の 効果

を調 べ たが無効で あつ た．Pyridoxamine 　phosphate｛よや s 有効で あ りBn と併用すれば更 に効果を示すが ， ト

マ ト汁に 比 し著 し く低い ．

　  供 試 菌株 を 清酒 に繁殖 さす事 に よ り，B6 が 合成 され て 増 加 す る轟 を認 め た．

　以 上 の 簧 驗 は 恩師高 田 亮夲教 授御指導下 に 行 つ た．試 料 を た まわ b實 験 に 御 便 宜 を た まわ つ た大 阪國税 局鑑 定

官室 川崎 恆 氏．Pam ・phosphateを分與 され た 櫻井芳 人 博 士，白石 正 英 氏，火 落 菌 菌 株を分 譲 載 い た 阪大 寺本 四郎

教授，橋田 慶 氏，灘酒逍會祗 各位 に 厚 く感謝す る．

　本 報 告 の 大 要 は ビ タ ミ y 學 會 第 5 回大 會 （昭 和28年 5 月 ） に 發 表 した．　 　　　 （高 田 研究室報告第443）
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